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フオルムアルデハイド溶液のPH價の影響
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　コロイド粒子はその界面電氣現象εして電荷を有する時のみ安定であつてsコロイド溶液が

中性になつた場合には罐氣泳動を示さずして、凝關するこtrは巳に：ロイド化學の示した所で

ある。之を反劉に未だ分散せざるコロイド物質の方面から考ふれば、その構戚粒子の電荷を中

性1伏態に持ち來した際のみ最も安建状態に罎かれたもので、崩壊5かdmnageεか澱ふ現象1こ

は最も堅固要塞5も渡ふ可きである。

繍勲質がコ。イ徽初，灘であつてほ傭劇、つ照よ疎晶難徽によつ

て廣範なる研究報告がなされて癬る。從1酊1絹縣にも簸小膨化黙、帥ち安定電荷域（ISOreleatrie
　　　　　　　c’2〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c31

zone）があつてDenham及びDic］cinsor｝爾氏は之に4鏑亜の鷺荷域のあるこεを金子博：1：は3種

の電荷域のあるこミを指示した。而も金子博士は更に歩を進めて繭綜、FibrQi1し及びSericin

に叢研究を及ぼし、各々異なる等撃匡黙を帽摘して、其の構燧の推察、繰縣、染色、仕上の各：r

程及び其他化畢的繰作に於ける注意を喚起したるこεは、今爾鯨り背誕1のこSではない。今餐　　⑤

考遙に圃氏の薯「網綜化箪」より引用して之をi禍載すれば次の如くである。

　　　　　　　　　　　繭綜、生縣、Fibroin及びSex’ic．illの等電顯
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　此の衷にみる如く、繭綜はi次第にSericinを除くにつれて、その需荷域の降下するこεを知

る。固より絹縣コロイド溶液の泄亀度、錨品種、磁理方法及び共存霜解質の：何無等々によつて多

少の糊異あるは勿論なれsC“も、絹紳梅遇上に正畏電荷の軍衡状態が／／ltfす殺割σ）重ノくなるこε鞍

知る。嘗つて渡i義綱男博士（11｝26）は叢繭湯のPIIが7を越えて壌加すれば刷刎iヒを減じ厘縣

壁を堆し、JLつ繰綜中落緒繭多く解衛イく良ざなりsI》：Hが6より減少すれば屑物壁を塘しMll三

繍賊ずる誌を報｛1｝せられ、叉方面は異なるも掛叡㌧N些輔氏は人絹綜（鱗磁liPlr）呪1｛

臼に於て其浴の：PH力甫縣の弥伸度及び、純白度に及ぼす影響を1捌べ、此の雨黙σ）結果を・搾k合し

て漂慮！浴σ）最撞PHを・9ミ認めナこ等は、此の安建域の璽要さを表はす一例である。

　今吾々が行ひつsあるS〔三rieluの悶完にも、此の絹縣の瞥；電域仙影響は忽にするこεを得ざ

るものである。FOTmaidehydOの吸着：Ff｛の大小、吸霧敷襲の如何、圃定縣の強紳臓、其飽の物

理的性質等實に影響する所は甚大であるざ思ふ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（rt　T
　之に關しては吸着：胱の響彫の小範臨！については、Smith．　Max及び1’Tandler氏（1939）カ～各瓢

1”ro士L・iriはPII　4．1～4．5のFormaldehydo溶霊髪中に麗理してそのRαlct〔，d　FQrma工dchyde轍の測

定及び期利欄備難せられ、嬉1公譲醐祇は：F。，副岬1。液のP恥嚇轍及

ぼす影響を研究せられたのみで、絹縣については此の等電域ε圃定系華の性質についての報告
　　　　　　　　　　　（lb
は乏しい。故に辛多者等は研究の一漁端εして之を報告せんざす。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　實　　　験

D　試料及びForm1Ll　ll1液調襲㌔

　ci）・試料；一木鮫薦支105×支ヨ7の容白の原判繭を用ひs本按に方全て普用繰綜法に依る

14中（生縣中含有水分i舞7，2116％）をユg紹につくりて用ふ。

　（ii）　F◎rrnalin液：一　日本繁局方を用ひ、　その正礪なるForΨ浦d紬yd｛｝髭セを知る必要ある　、

　　　L7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ため、過酸化水素法を用ひて20％液を調製す。

　　ff）　Serieinの固定：

　　　前記調製の20％Formalil1液にHCL　KC1を緩衝測ごして1）II　1・7Q、2．26、2・26、3・13・3・79

　　4．1？、4．86、5．71、6．52、7．30、8．07、9．02、10，78、12．67め搭種淋液をつくるo各異つたPHの

　　Forlnaldhydc量20％の浴比1：40εして逆流冷虫P器付フラスコに入れ、無水分生縣の璽鍛を

　　各々計り各フラスコに10寵宛入れる。恒澱腱理を必要εする故に箕作式調節器付島津製アクメ

　　憶温槽を用ひ、16℃（憧淵，）にて10hr．慮理す。慮理したる試料は之を取出して韓く水洗して

　　常温乾燥す。

灘1瓢諜難篠蜘＿セ、y嫡定闘融醐直の近イ以＿て

蝋灘蕪撒撫理壕識器蹴饗1正羅認鷲駕濯㍊臨

　　（1940）の結果より補疋したのである。其の結駐は次表の如くである。

講麟，　　　　　　　　．
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　此結果を圖示すれば、右圏の如く吸蒋量はPH4．12～4．86に於て最高Sなり，それより再び

低下してPHaoO頃より上昇すo張イll1慶はPH　3，13～張86間に於て最高Sなり。弧ひて嚢へば

強力はPH　3・13～3，79に於て最高を示し、嘗て金子博士が蓮べたる如歯Formalin液1こ5min，

腱理した生綜のPHは3．05に移行するのミ符貌する鮎は興味あるこSざ思ふ。圃より原料に

よりて異なるは勿論なれ曹、此の等電域に於てFormaldehyde・amiuo　acid縮合騰を形放し易

く、從而凝固性には最も堅圃な性を奥ふるのである。而もそれよりPH便の小ミなるε弧仲度

著しく低下し、特に弧ヵに於いて署しく大霊なるε強力には顯薯な影響なく、寧ろ紳度に於て
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　　考慮すべき貼が多い虐思ふ。即ちFormaldehyde縮合性はPH小Sなるにつれて活性εなり、
Pt／

@駕にFibroinの内部に及びFibr◎in　micelle間の1服性乏しくなり、　PH便大εなれば縮合性は

　　不活性εなりb延ひて繊維の膨化性は大εなり、IFibroin　micelleの構遣に影響して、何れも伸

　　度を滅少するに至る。

　　班）　精練度及び精練後の張伸慶：

　　　各租PHのF。r皿醐ロ液の縮合性に及ぼす有敷性を知るには、聡に吸蕾鐙のk小のみにては

　　断定出來ず1固定綜の圃定力の耐久性如何に係る事大であるS思ふ。著者は此の目酌のために

　　前記固定聯を潰比工：40の逆流冷却器は、フラスコの蒸溜水中に入れで2hr．煮沸して、その練

　　滅i肇、張伸度及び外魏性状を調査す。其の結梁はi次表の如くであるQ尤も弧仲度測定には前詑

　　力法ε同様に行つたのである。
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　以hの結製を見れば、練減歩合はPHの欝加ざ比例して櫓大すれさも、強力に於ては1⊃H

の影響は僅かにして、イlll度は降下の傾向著しい。　Formaldellyde．熱等によりて生懸の等畿難降

下は今肥云ふ迄もないが、手燭のの貼からlfl關的に考漿すれば、等電貼以下に降下するにつれ

て色澤は黄禍愛の愚りを生じ粗硬の感壌大し、等電貼以上εなるにつれ1顧常の絹綜光灘を俘ひ

て渠軟εなり。綜條の崩襲を來す。此鮎に關しては前記1「Formaldehyde圃定法のPHの影響」

の評を更に裏雷するものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）
　此所に疑問ざするは手鯛り粗硬の尺度にして、繊維についでは小西行雄氏の述べたるが如く
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論理的には次の如く考へられる。

，獅騨煙」＝齢鰻化璽1篇Σ鵬山
∵此肪に］馴ホ孫の弾性傘・工は慣性モーメンFである。而もニジのものは積の形で上の状態式

に與り、互に分離するこざは出來ない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h

介此所にτる是等を考慮に入2＆て科畢的に表現さるべ津各暦に分類されるべきなれさも、未

だ之に毒る基礎的研究方法もなく、叉短蒔拳間に研究されるべきものでない。故に是等藩礎研究

は他日にゆづり、此所に諒解を求むる訳第である。

『　　　　　　　　｝　　’　　結　　　論

、1）FQrm証dehyde液による圃定綜はNアルカリ域に於て行へるものは吸曽最を漸進的に堰



o
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し色澤、手燗り及び張力紳度には異1伏はないけれS・も、沸水に封する抵抗度乏しく、酸性域に

於て行へるものは色澤は盆々悪く、乎燭り粗硬の傾向ーにあつて、而も弧力伸度は等電域に於て

最も影響を豪むるこε少く減少寧少し。

　2）ForinaldeydeによるSericinの固定に常り、液の最適1》Hは4．2～4．6位である。
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so　called、、lso　electric　poiut’，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　The　sericin　of　si1　k　are　the　aggregated　matter　of　eolloidal　particles、　Dr，　H．Kalleko　determi皿ed

“the　isQ　electric　p。in七・f　sericin”by　means　of　obtalning　theα1rves　of　the乱m㎜。unts　Qf　their

P・e・ipit・・t・p・・duced・・ith押t・繭d（NHのzSO…1・ゆ・・ud　th・s　the　pqi・t・h蜘i・・d・・as
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　
PH　4．1．皿oreover，　he　investigated’th6　effecむs　of　this　point　on　tlle　cQcoon・ree1三ng，　dyein窪and

鶯皿ishin9．

　　工n，thl’s　paper　the　author．studied　th6　effect　of　PH　value　on　the　fixation　of　sericin　with

tke　fbrmald6hyde　solution」aud　also　to　be　found伽瓶os七suitable’ 垂盾奄獅焉@・of・　the　PH　Value　／．at

the　f童xation．　The　1・esults　obtained　were　as　fヒ）110w　：一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　（1）　Ih　the　alkaline　zolle’of　tllo　臼o工utiolコ，　the縦uantity　of　the　formaldehyde　ab　sor】）ted，

i1｝creased　grεしdually　according　to　the　valde　of　P正【，　bu右the　colour，1ustre，　feeling，＄trength

・・aゆg・ti・u・・f　th・・andp1…e訂mili・・漁hy　PH　v・lu・，・nd　the㈱Qf’・c。磁・g　1。ssl・’・f
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†he　fiXed　fibre　Wa臼　inCrea：　ecl．　In　the　aCidlC　Z‘｝11（ちthe　e‘）10Ur　and　IUStre　Qf　llle　f三bre　gCt

・蝋k・1】ed　n1・t・（1　alld　m・1℃，　al1・1　tneir畑il19　beem11“Stiffly　1｝y｛㌧hd　by、11・WeVα，　hl　th‘1　it　o

elacttrie　｝：∩11e　‘，f　臼erlchl　a　l　i　Hi1｛・it）Fluenee　was　observed　uPoll　the　9，　t，r（・1】gth　aiid　（；’k川9肌tion　of

FS；lk　fihre．

（2）　Tho　lieg，　t；PlI　vnlne‘）f　fornialdeliyde　soluti‘m　f‘）r　the　f｛Xl，　重iOll（、f　serl｛・ill　il　4，2～4．6，

tlla七　is　士11e　！：U）le　、、　ith　 tlle　 fs｛〕　（辺eetric　 Poillt　of　seric｛n．　（to　l）e　（lorltil）ue〔1）

　　（flnP｛，ri｛11　C‘，Ilesr｛，｛｝f　S‘｝rielatiire　and　S茎1k－iTldU：　try　IJeda，　tJ，aPan．）

・　　品維に

　　Lに遽る

菊灘’㍽栫@☆干噺☆創皇

．＿二．．　　濟て路封

　　　　　　策
　　　　　議

　獄縣　謎辮
　　上　6t“験炎
　縣田，‡羅質穀
　　市ye農理癌　學
　　坂　ド學壌綜
　雑井婁簗箪盈’
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